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ショベル系建設機L械の低騒音化
Noise Reduction of Craw暮er Crane and Excavator

姑j迂,騒て'ミニ公′.i;二に対するロしの批-､川が離しくなり,裡.‡那幾他の仇騒斤化がりJ望され

てし-る._､イこ帖はショベル系建設機イ城の,法令に.よる規制仙,瑚▲北の騒子音ニレベルノ女び

帆騒汀化ジつノブ法について記述Lた｡-.

帆騒～'_1ニメ埋設樅械叫弼ヲ己に当たり,Jl上も騒.･■i二･7川もし､エンジン,フアン放び油汗ホン

ナをLやF■1ニカバーで招い消一丁1与ニダクトを装々′盲するノア法を抹/ノた..,消-.111ニダクトは消rH■′王三

能のふなJ〕ず冷よ=竹涌臣を向卜するうえに_前要であるグ)で,数多くクノダクトについて

巾一行の捌与とを行ない,こグ)‾_つの枯什を付しゝやすいように烙印Lたて_,

低騒斤化のノ臭機適用例とLて,グローラクレrンを耳丈りあげ,鵬一汁を8～12dB帆

滅することができたが,そ♂)付旨道,消汁グ)ん法ノ之ひ､;て㌻対]系について概安をf榔】月Lたぃ

ll 緒 言

上油汗が人きな什全問越とLて取りあげJ〕れているが,鯉i没

l二･い二什う王騒拝もその例外ではない(二.健Ii辻岱蚤打く土トー中日休か

･峠‡′】て+であり､場一昨の代替性がないこと,公益になることが

多いなどグ)理由で,ある柑性?妄.認されてきたしノ

LかL,時代の起蓬勢は､よ り上‡い′-f二‡前端碩二を求めるノブIr小二

進んでおl),社.設作貰∫左H､+▲近では,月凍イ■-1二がi去規制依以卜でも

†以仁か⊥､〕の-と‡肺は多くな/ノており,また腿打のため施+_二でき

ない+二1まtむかなりグ)竜王に_卜一-ノている｡二のため,ノ建設業界や

J蛙.投機イ城メーカーは,紙上騒亡■∴ 帆拭刺グ〕工法ノ女びノ控.投機不滅の

朋党をj住めてきている(､

ヰこ柚は,埋設励=二;ニグ〕i去規;川グ‾)概略を.榔Ⅴ㌢ナる七とい二､油

什ショベル,クローラ クレーンをj三対駁.とする埋設機ヰ城を帆

王騒一汁化するうメ_でニト安な部分である椚■i-1ニダクトの消f■什=氾.と,

J_‾r三力拭尖特ノ性の一息陳佗び 一例としてKHlOO全納J_上∫㌧クローラ

クレーン(以下標準機をKHlOOと略す〕の帆∫騒-.i一弓二化の‾方法･1仁

びにそのイ構造について慨j安を述べる｡

8 建設騒音の法規制

健_設王族占二の法規制としては,｢∫描ナ1二規了別法+ノ女び終耶j立肘り,し

の騒一亡:1二にl‾二針㌻る｢条例+があるり

｢騒十干規制i去+は,日獅し【43年に工場や--■jも某暢,j蛙設_‾‾lニー丸女

池などで′卜ずる比蚤Jl与二を規制L,地域什上亡の′トゴ市J;㌫棍をイ粧仝す

るトi的で地付されたものである｡･う圭一言貨馬如■ミニについては,二許L

く騒■ヤをヲ芭生する5綿実貞の作業を柑起ろ堂.設作業にj‾旨1亡L,耶

追†仔県力l事♂､)七める指左上也城内の-一一ンエー_く土如二おいて,桔;立建

設作業を什う丁車を施_｢LLよう 七する荷に対LてJ山川1を二転務

づけ,その届.Ltlによる桔1主ノ埋設作業によりヲ己′‾卜する願ナi二が仏

畔仙二に過でナLなし､均でナには,郎j凸柿fリi=ユト事は騒■､∫1=l;山卜.などに

つき改三洋触;与√を行ない,その糾t与～がり三_呪されないJ湯ナナに亡ま収

二拝命令をヲ己L,これに従わないときには処罰できることにな

っているぐ〕

み耶道Jイ:J二県グ)騒汗に関する条例の一例を､｢_収束邦公二｢引ん+トニ

条例+にとると,9帖頬の埋設作業を指三七建設作業とLて相克三

し,二の巾で▲騒汀規制法+で規制されていないものの粕汁を

規制Lている｡

特定建設作業及び指左程設作業を作某鴨別に分糊L,｢騒汁

*11､ソニ4封幾件J-㌧仝什一卜珊+∴域 **lト■.′二与引1三巾機才城研`たJ叶

和泉鋭機* だ/んノJヱ〟m/

下出新一** 5カ/乃'/cん∫5ん∫m′〉〟p

表l｢騒音規制法+｢都条例+による建設騒音の規制値 建設騒吉

の法規制値を作業機オ戒別に表にLたもので,｢騒音規制法+で騒苦の著Lく大き

いものを規制L,これで規制されないものは｢都条例+で規制している｡

j騒書レベル(dB(A))勧告基準値

｢騒音規制)去+ ｢都条例+

作業 区分 作 業 機 械 名

抗打機,抗土友イ幾
及びせん孔機を

使用する打言箕作

業

ぴょう打作業

削岩機を傾用す

る作業

iデイ‾ゼルパイル
:/ヾイブロ スチーム

.エア
ノ＼ン‾マ

lパイル

+

lアース

i三フ子

エキストラ

ドリル

オーガ

ポーリング

/＼ンマ

/＼ンマ

クタ

‾マシン

トニ三三二二三シン
コンクリート ブレーカ

シンカ ドリル

ハンド ハンマ

ジャック ハンマ

クローラ フ■レーカ

コンクリート カッタ

才屈削整地作業

ブルドーザ

タイヤ ドーザ

/くワー ショ/ヾル

/ヾック ホウ

ドラグ ライン
ドラグ スクレー/(

クラム シェル

L

85

80

[J
了

57

⊥一一

乃

一

57

空気ノ三縄ヰ幾をイ垂

卑互_旦_些_葦__

緑園め作業

コンクリー ト

アスファルトテ昆

7陳及び搬入作業

はつり,コンクリ

ート仕上作業

破砕作業

:空言U王相磯

ロード ローラ

ダンピング ローラ

タイヤ ローラ

振動ローラ

振動コンパクタ

イン/(クト ローラ

ランマ

タンノ〈

コンクリート プラント

アスファルト プラント

コンクリート

グラインダ

ピック ハンマ

鋼球

鉄骨打撃

火薬

ミキサー車

75

了0

l 75

1

⊥__L

【85
ラ主:勧告基準値は作業の敷地境界線から30m地点での騒音レベル

参考文献(1)から抜粋
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規制法+,｢都条例+グ)勧告プ基準値をホLたのが表1である(1)｡

またこれらの規制では,夜間作業の禁_1上二,時間の制限,_r二幸

期間の制限,】二川崖及び休卜lの作業禁1_Lも行なわれている｡

油柱ショベル,クローラクレⅦンの騒音は,掘削整地作業

で分類され,｢都条例+では,作業の敷地二境界線から30mの地

力で75dB(A)以+Fと規制されている｡

なお,建設機械の中で退路を連行するものは,｢道路運送車向

さ去+の保一女井準により広三められた騒音以一卜でなければならない｡

由 ショベル系建設機械の騒音レベル

ショベル系建設機械の三i三な騒音として次のもグ)がある｡

(1)エンジン及び油圧ポンプなどの油J主催器から発生する馬垂一汗

(2)掘臥 放土時の各部のかタ藷や衝撃音放びウィンチやワイ

ヤ ロープから発する三強吉

(3)走行装置から発する騒肯

これらグ)騒音の中で連続的で､且つ騒芹レベルグ)高いこ1)の

騒音が拉も問題となる｡.

図1は,ショベル系建設機械の中心から30m離れた位置の

騒音レベルの測定例である｡横軸は搭載エンジンの定格出力

であり,測定粂什は作業中は負荷や回転速度を一芯に保つこ

とが伺難なため,エンジン無負荷最高担版速度で測定Lてある｡

負荷による騒音レベルの変化は,エンジン排去も古.油圧機

器の騒音,あるいはエンジンのr叶転地度の変動で起ニリ,そ

の蜜化呈は無負荷時に比較Lて-1～十3dB(A)程度である(2〉｡

建設騒音は恍械を必ずしも拉高回転速度で使わないこと,

作業牧地を塀などで閃う場で㌢もあることなどにより,｢都条例+

の軌洋裁準伯をほとんど満足Lているか,民家が作果敢地の

すぐ近くにある場丁†や,環境騒打の静かな地域では,騒一汁に

対する苦情が絶えないのが税北である｡

建設機械の中心から20mでの騒音が60dB(A)以‾Fではほと

んど苦情がなく,60～70dB(A)ではごく一部に苦情かあl),

70～80dB(A)では一一部苦情がヲ己生L ㌻るノ必要があ

ー),80dB(A)以卜ではかなりの苦情が発1二し,なんらかのl;ガ

汀対策が必要であると叫ソ上案もされているしヲ一連設機械の騒ご子
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｢東京都条例+勧告基準
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注二 ● 油圧ショベル

○ クローラクレーン

●

○
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○

50 100 150

エンジン定格出力(PS)

200

図lショベル系建設機械の騒音レベル 油圧ショベル,クローラ

クレーンの機体中′しから30m,エンジン無負荷時の等量書レベルの調査結果で.

横軸は搭載エンジンの定格出力を示す.J
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表2 KH川0タローラ クレーンの等量音源の一覧 KH100クローラ

クレーンの辱量音;原の車体騒音を示Lたもので,特に高いものはエンジン,フア

ン才非気普及び油圧ポンプである｡

等量吉原;辱主芸諾買誌(A))
備 考

ニン_ジン;9…05l
ファン105

才非気書100

)由圧ボン7d■95～105

油圧モータ約80

コントロール/勺レフ85～95

墨縄管i約95

歯車;衝撃的に95

ディーゼルエンジン130PS/2′000rpm

鋼板製

排気消音器出口

プランジャポンプ

ピストンモータ

リリーフバルブ内蔵,リリーフ時発書

油圧脈動で共壬辰し発音

歯車の衝撃が固体書となる｡

は,距離が2伯になると6dB(A)の減衰があるから,20mの

騒洋を30mに検算すると約3.5dB(A)のi成東となり,ほとん

どこき打芹グ)ない馬重吉レ〈こルは30mで56.5dB(A)以下であり,ご

く一一部に苦情のでるレベルは56.5～66.5dB(A)である｡

埋設機械は数多くの部品から構成されているが,連続的に

よ騒苫を発生する部品単体の騒一存を,イ氏騒音化の例として後述

する(｡KHlOOで調査した結果が表2て･あり,騒昏の大きい部

品グ)配置を模式【』でホしたものが図2である｡なお,KHlOO

グ〕30mにJiける騒斤レベルは74.5dB(A)であるし,

【】 低騒音イヒの方法

馬蚤7て什帥kでは,吉騒占二の人きいエンジン,

ンプなどの肯源対策が最良グ)方法であり_,

フアン及び油L亡ポ

各方面での研究が

j埋めノブれている｡

LかL,エンジン騒音を例にとると,一現在の技術では,研

′兄糊エンジンでも約10dBし4＼量産エンジンではたかだか2～

5dB柑ほのイ氏滅しか期待できない｡前述したように,建設機

油圧モータ

歯車

｢｢二 ンチ

Eコ

ト/
ヽ】

+ _▲

コントロール
バ ル ブ

器★首叫泊気排

▲｢

.■｢■

_+

ゴムホース

･音拐=山瀬

銅管

ラジエータ エンジン 油圧ポンプ

注:[::コ内は,主な騒音源を示す｡

図2 クローラクレーンの騒音源 クローラクレ”ンの騒音源の配

置を模式的に示したものである｡



フアン

消音ダクト

エンジン

l

油圧ポンプ

清書ダクト

ラジエータ しゃ書カバー

図3 建設機械の等量書対策の模式図 騒音対策は,エンジン∴由庄

ポンプ及びファンをLや苦カバーで覆い,消音ダクトを装着する方法である.｡

械の騒召二の苦情をなくすためには,30mでの騒潔レベルを,

現状の75dB(A)付近から約10～20dB(A)低減LなければなJ〕

ない(

この騒一汗レベルを達成するためには,エンジンを`l王己動機に

替えたり,あるいはエンジンを低い【=幡三通｢空で稼動させるこ

とが二号えられる(つ う電動機の場合には,作業場に電ミ焼か必要な

こと,送電用のケーブルを接続しなければならないため機動

性が損なわれること,油圧ポンプなど油圧機器の対策が必要

であるなどの欠点がある｡エンジンの騒一汗レベルを推定する

方法として,T.Priede(5やCIMAC{6)の式があるが,これらで

建設機械flJエンジンのl_可転速度と騒音レノヾルの関係を‾』司べる

と約0.6～0.6dB(A)/100rpmであり,エンジン♂)担い転速度で

騒芹のイ氏子成をトズlれば,大中副二【を可転速度を下げなければならず,

この出力低下を補うため相当大きいエンジンを搭械しなけれ

ばならないため,構造_卜あるいはコスト的に不利となる｡

現在の建設機械の機能や性能をあまり変'変せずに,要求さ

れている長騒斉低i成量の10～20dIi(A)を満足させるためには,

発生した昏を,しゃ畠ニカバーや消音器でイ氏滅する方法によら

ぎるを得ない｡

建設機械全体の騒音を†氏i成するには,エンジンと油圧ポン

プだけによるド万古対策では不十分で,フアンについても対‾策

が必要である｡具体的には【司3に示すように,ランエMタ,

エンジン,油圧ポンプをしゃ古カバーで預って密閉構造とL,

冷却空気の出入rlに消一汗ダクトを装着する方法を採ることに

なる｡

消音ダクトは消斤性能はもちろんのこと,ヒート バランス

の下向iから通1‾も航抗が小さく,且つ建設.呪場での機動性,作業

性が良好なようにコンパクトのものが要求される｡

田 浦音ダクト

消斉ダクトは,建設機1滅の化しE騒音化のための主要部品であ

る｡真っすぐな消古ダクト(直管ダクト)のi成東量を与える式

としては,従来からSabine,Brilel,Rogers,Parkinsonな

どの式がある(7)｡Lかし,建設機才城の消音ダクトを設計する場

(ナ,消音性能と同時に冷却性能のノ.▲丈から圧力損失の特性も毛

賀である｡設計資料を得るため,直管形60フ陣類､曲り形50桂

類の消音ダクトを試作し,挿入手貝犬と圧力才員失特性とを調べ,

資料として使いやすいように磐理した｡

実験で得た直管ダクトの仲人手員一失(管系において,消音ダ

ショベル系建設機械の低騒音化143

クトを挿入Lたときとしないときの開U端より放射される騒

音レベルの差)を開U率5β(吸吉村を挿入しない･状態の夕■､クト

断面積Sdに対する吸吉村を仲人した状態の流路面柿St)の比)

で蝶理すると図4のようになる｡直管ダクトの挿入す員火は,

中畠二域(1,000Hz)以下の周波数範岡では,開r‾1平に比例して

おり,またダクト長さJに比例する｡ダクトの辺良.より披土主

の′トさい高音域では市波はビーム状に進行し消市効一米は机下

すると言われ,二の領域で叫成一斤量はBeranekc7)方法で8'推

1立できる｡しかし,埋設機械では1,000HzJ郎旦の騒打が問題

となることが多いし,

図5にノJミすような円形断面の管路の圧プJ才貝一失△Psは･一般に

次∫℃のように表わきれる｡

dP古=(い入…十r2ト譜
…こ1)

ここで, 1

2

レ′ト

r
､
J
ハ

管路入】‾1の与員失係数

管路.1い.｢1の捕火係数

管摩擦係数

J:ダクト上之さ

γ:流体の比電量

以2:ダクト内の､ドガ〕風連

g:市カカ‖速度

消溝ダクトのrl三■ノJ才員尖も同様の考え‾ん‾で,等価直径(J*を補

いて変けラすると2J(になる｡,

① 1,000Hz
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図4 直管ダクトの挿入損失(消音性能) 直管ダクトの挿入損失の

実測値を関口率で整理Lたもので,開口率が小さいほど,低音域より中書ま或に

なるに従い挿入損失は大きくなる｡

消書ダクト

/

ゴー
lゞ2

如
!ノ2

.ヾっ

図5 管路の圧力損失モデル 消音ダクトの圧力損失を考えるための

管路モデル図である｡
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ダクト長さと等価直径の比 りd*

図6 直管ダクトの圧力損失係数 実測データをもとに,直管ダクト

の圧力損失係数を関口率で整理したもので,ダクトの断面形状から圧力損失が

沫まる｡

り=

但し､d*=

』Pぶ

画
=rl十人′/d*＋r2

4×拐己足各断面積

流路周良

二二で,りは圧力損ブミ係数と呼ぶことにする｡

･(2)

rい ぐ2は図

5で,面柿が51から52へ,S2から53へそれぞれ縮小,又は拡

大するときの損失係数で,J.Weisbachの実験により与えら

れている(別｡

前述した試作ダクトの実測デ【タをもとに直管ダクトの圧

力損失係数を開[-1率で整理すると図6にホすようになる｡

消斉ダクトは,必要消昏量から開口率Sβ,ダクト長さJを

図4より決め,圧力損失を図6より求めることにより設計で

きる｡

以上は直管ダクトについて述べたが,同様に曲リグクト,

その他特殊形状ダクトについても数多くの基礎実験で得られ

たデータを収集,空さ増し実機に適用している｡

田 KHlOO低騒音タローラクレーン;lゆ

6.1KH川0概要(標j隼機)

KHlOOは,鼓大つり上荷毛30t(作業半径3m),全装備重

量29.3t(苺本ブーム10m付)の其本能力をもち,フロント ア

タッチメントとLて,クレーン以外に建築川タワークレ【ン､

クラム シェル,ドラグ ライン,パイルドライバ,アース

ドリル及びリフティングマグネットが用意されており,多柑

遥に使用できるクローラクレーンである｡また,エンジンの

出力を油圧ポンプにより油圧力に変換し,油圧モータにより

巻上ウィンチ,旋帆 走行装置を駆動する仝油圧式クローラ

クレ‾ンとしたため,操作力が軽く,複合動作も容易であり,

また,油圧回路を閉じることによリプレーキ作用もあるので

操作性能が優れている｡

図7にKHlOOの外観を,表3にクレーンとしての仕様を示す｡

6･2 KH川0低騒音クローラクレーン概要

KHlOO低騒普クローラクレーンはKHlOOをベースに,

(1)騒音は法規制偵よI)10dB(A)低い65dB(A)/30m以下と
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図7 KH100全油圧式クローラ クレーン

tで操作性の良い全油圧式クローラ クレーンである｡

つり上荷重30t,自重29.3

表3 KH川0クローラ クレーンの仕様 KH100 をクローラクレー

ンとLたときの仕様である｡フロント アタッチメントを替え多用途に使用でき

る.｡

つ り 上 荷 重(t) 30(作業半径3mにて)

l

ブi標準(m)
l

ム最大(m)
長

さジフ(m)

:巻上(m/mと｡)

葺;巷下(m/min)

10

37

6t9(31mブームまで装着可能)

最大了0/35

70/35

⊂】

l

プ

速

度

王女

_盟_

ブ…ム巻上(m/′min) l雪空_45
l45

ブーム巷下(m/mln)

L旋
回(｢pm) 3.8

最大l.5

40

≡走
行(km/h)

坂 能 力 (%)

接 地 庄

原 動 機

0.引kg/omコ(基本ブーム柑m付)

ティーセリレ エンジン

定 格 出 力(PS/rpm)

全 装 備 重 量(t)

130/′2′000

約29.3(基本ブーム10m付)

する｡

(2)作業件能は標準機と同一,外形寸法,デザインもほとん

ど同一一一とする｡

(3)標準機とできるだけ部占J∫の共通化を採る｡

ニとを展本方針に開発Lたものである｡

構造は図8に示すように,主要騒音源であるエンジン,油

圧ポンプ及びフアンを吸吉村を内脂りしたエンジン カバーで

覆い,冷却空気の山人uに消音ダクトを装着している｡エン

ジン及び油圧ポンプの振動がフレームに伝わらないように防

振支持とし,消音一性能の良い排気消斉器を採用した｡フアン

には昏及び冷却性能から,20校羽根ナイロン ファンを用いて

おり,ラジエータなどのj令_印系も厳しい負荷条作でもオーバ

ヒ【卜しないように放熱量の大きいものを使用している｡
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図8 KH100低∈騒音クローラ クレーン構造図

入口に消音ダクトを装着した構造である｡

作動油クーラ

＼丁‾＼､＼ヽ
エンジンオイルクーラ

J

エンジンをカバーでLや音L,′令却空気出

6.3 消音設計

騒音低減を図るとき,各周波数に対する必要仇減レベルを

設1正しなければならない｡図9はKHlOO(乃標準機の30mの位

i羊=二おける騒音スペクトルである｡同Ⅰ※=ま騒音計のA朽′件の

レスポンスを号腹に入れたものである(つ 巨利ヌlには後述(6.5)

♂),i式作した帆騒音機の騒音スペクトルも記載Lてある｡

KHlOOの標準機の騒汗レベルは,30mの位帯で壬i七大74･5dB

(A)である｡紙騒詳機の目標他の65dB(A)を描i足するために,

消符ダクトの挿人拭失及び圧力才妄りこのデータをもとに,図9

にホすようなU標スペクトルを設)上した｡

｢H煉を据閉すると†丈響により,カバー内の二汗圧レベルほ_卜

耕するが,これをl;山･二するため,カバ【l勺に峻別オをlノ川ミリ

している｡グラス ウールなどのように吸一汁柑‡ノ川こは1こ燃作で

も,油などが付着Lたときは火災のおそれがあるク)で,r勺山ミ

リはリ1火の危快のないところに必要姑小l辻ミにとどめ,油など

か什茄した場†ナには‾交娩できるようにLてある･--･

フ7ンのJ占本周波数はフアンの毎秒L■q転油性と羽根校数の

柿である｡標準機は6杖羽根であり,フ17ンk!1転適性が2,000

rpmのときの北本周波数は200Hzとなる｡消‾汁ダクトでは帆

市域で人きな減衰が得られず,7-7,ン髄7Jl二を｢=別｢ほで帆滅

することができないため,低騒i守機ではJ.!三木開披数700Hzの

20校羽根ナイロン ファンを佃リ1‾iした｡

排乞{77は件能のよい排気消什器で低減するが,二の帆札…-i二

はしゃ汁カバーや消一汗ダクトの消J'1二二諒と見でナう仙でなければ

ならない｡帆髄一汗機の排1t消計器は帥ほI;かノブの汁グ)放射を仙

ぐIため二重構造とし,標準機と比較Lて12dB(A)消刑､′絹ヒの

良いものを取りイ､=ナている｡

エンジン及び油圧ポンプはl;〟拙文托をしているが,jlJkノ∴-

をエンジンのアイドリング川転速性以‾lてとLてj一山戊LないLiユ

ー汁にし,また稼動中衛慣的な力が加わ/ンたときにはストノバ

にあたるイ端近と Lている‖

エンジン カバーと消二仔ダクトを装茄する･と,エンジンfll二に

マスクされている油圧髄打がiiij題となり,その対範が必+柴と

なる｡このため,油庄脈刺,騒‾汀ノ女び批皆の批判の柑関l災】係

を朋べ,特に騒打を発与上二する配管は鋼召=からゴム ホースに変

妓{している｡
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図9 目標スペクトルと必要低三成量 標準樅の周波数分析結果,目

標スペクトル,及び必要低減量を示す｡なぉ,完成Lた低馬量音機の周波数分析

結果もイ井記Lてある〔)

6.4 冷却性能

岨i貨機帖は_】下f′と何で椋刺することが多く,恍王強付化のため

に潅閉1て推j左にLてiて川】二′こウ1tの山人Llに汀川ニダクトを収り付け

ると,ますますヒート バランスが航しくなる(r KHlOOは如甘f

条什の拭い､,クラム シェル,トラグラインなど叫J州り悌と

しても肘IJされるため,帆騒汁イヒに丁■1たり;て川】糸を卜分帆汁

し設.汁Lている｡

図川は伴叩三機と机上も貞榊筏♂〕冷+]けl瀧を比較したものであるr｡

帆悩汁椀は朴f■-1ニダクトを尊王オfするため,ランエーータによる仔

プJ朴ソこ.と椚.､'1ニダクトグ)斥ノJj‾it-ソこが加主音二されるたれ凧止が人

きくなり,ブーケーンとのマ､ソナング山か凪もミニの少ない方Irりへ格

別する〕二のたれ 胤_:,i二が減少し,ランエー一夕の放熱_吉-tが減

りオーバヒl一 卜を起二すぐ〕

65
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図10 冷却性能比較 低賢蚤音機は消音ダクトにより風圧が上昇L,風量

が減少しているが,高性能ファン,ラジエータの放熱量増加で,冷却性能は標

準機を上垣]っている｡

冷却性能を向_Lさせるためには,圧力損失の少ないダクト

性能の良いフ7>ン及び放熱二韻ニグ)大きいラジエータを枝川する｡

図10で分かるように,低騒音機ではフアン件能を向LL,

作動抽クーラ,ラジエータの放熱量を相加Lており,j脊+洲･勺三

能ほ標準機を上i叫っているご､

6.5 騒 音

KHlOO帆騒‾主二ミニクローラクレ【ンの怯垂丁ちこを標準機と比較Lた

ものが図‖である｡i則フ立はエンジン無壬1荷 叫転時,(約

2,060rpm),単体叫+心から30mで行な/ノている｡騒占ニレベル

は8～12d】∃(A)仏滅しており,拍人伯は後方(カウンタ ウエ

イト側)で63dIi(A)である､｡周波数特性は図9にホしたよう

に,300Hz以上の耳ぎわりな中･高汗J或のレベルが低下し,

聞きやすい音にな/ノている｡

呵 結 言

以上ショベル系ノ珪設髄一汁について,法規制の概略及び低騒

詐化の方法をKHlOO低騒斉クローラクレンを例に紹介LたL｡

11了街地での建設工三拝が多くなり,且つ‾交通事情などのため

佼間作業をしなければならないことを考慮すると､建設機械

の騒音はますます静かなものが要求されるようになると二了二想

される｡

ここで述べた低騒拝化は,発生した吉をしゃ断,又は消一汗
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図Il騒音比較 車体中心から30m,エンジン無負荷最高回転の標準

機と低塩書機の騒音の比較で8～12dB低ユ成Lていることがわかる｡

するん法であるが,筆者らは脳一汗源,苑三重帥与り之びk搬維路の

J.!壬礎研′たを更に枇け,より静かな建設慌械の開ヲ己をLていく

考▼えである′､
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